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1 ，は じめに

　岩屑 なだれ は、火 山体 が 噴火 や地震 に よ っ て大規模 に崩壊 し 、 雪崩 の よ うに高速で 流れ 下る極

め て破壊 的な地質 現象を指 し、防災 上 か らも非常 に重 要な研 究対象 で あ る 。 観音州岩屑な だれ 堆

積物 （KDAD ； Kannongawa 　Debris　Avalanche 　Deposit） は、福 島県南会津郡 下郷町 周辺 に分布する

岩屑 なだれ堆積物 で 、約 17，300 年前 に那須火 山群 北西 部の 観 音 山で発 生 した大規模な 山体崩壊を

起源 とする 。 KDAD の 地 質学的記載 は、5万 分 の 1地質図幅 中で簡 単に な されて い る が （山元 、 1999）、

そ の 詳細は不明で あ っ た。こ の た め、Watanabe （2005）は 、 現地調査 に基づ い て 観音川岩屑 なだ れ

堆 積物の 詳細な層序 と分布 を明 らか に し 、 そ の 形成機構の 推定 を行 っ た 。

　 Watanabe （2005）の 現地調 査 中に 、　 KDAD の 中か ら採取 され た複数 の 木片試料が 現地 の 方か ら提

供 され た 。 木 片試料 の 中 の
一

つ は杭 状 をな し、人為 的 な加 工 の 形 跡 を思わせ る もの で あ っ た 。 も

し こ れ が 人為的に 加工 され た もの で 、 当時 の 家屋 の
一

部 で あ っ た とした場 合 、次 の よ うな推 測が

成 り立 つ
。 す なわち 、 今か ら約 17

，
300 年前 の 後期旧石器 時代に観音川 沿 い に木 造 の 家屋 が存在 し

て い た。それが 観音川岩 屑な だれ に 巻 き込 まれ 、 そ の 破片が KDAD の 中に 取 り込 まれた 。も しそ う

だ とすれ ば 、
これ は後期旧 石 器時代 の 大規模な地質災害の 跡を示 して い るこ とに なる。こ の ため

本研 究で は 、提供 された木片試 料の
MC

年代測定 を試 みた 。

2 ．KDAD の 分布 と体積 ；

KDAD とそ の 周囲の 地層に 関 し て 、　 Watanabe （2005） とその 他の 研 究 に よ る層序 の 比較 を図 1 に

示す 。 山元 （1999）で は KDAD の 上位 に低位段 丘堆 積物 1 ・H ・m が 重 な る と され て い たが 、Watanabe

（2005）は少 な くとも加藤谷川沿 い に は KDAD の 下位に 山元 （1999）に よる低位段 丘 堆積物 1 ・丑 ・

皿 の
一

部が分布する とした。 ま た Watanabe （2005）は、山元 （1999） で は KDAD とされ て い た も

の の
一

部が、それ よ り後の 地す べ り堆積物で あ る こ とを 明 らか に し、大松川 地す べ り堆積物 と命

名 して 分離 した 。 また KDAD に よ っ て形 成 され た観音川 上流部の 堰止 湖堆積物 も、　 KDAD か ら独立

させ て別 に 示 した 。

Watanabe （2005）は 、 産 状に応 じて KDADを CC部 （Convexo 　and 　Concave 部）と表層未固結部に 、

さらに CC 部 を流下形態 に応 じて 下部層 と上部層 に 区分 した 。 層序的 に KDAD の 下部を構成す る下

部層 は、KDAD の 分布域の 中で は最上流部 の 観 音川沿い で の み地表 面 に 分布 す る 。 露頭で は ジグ ソ
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一
ク ラ ッ ク構造 な どが 見 られ る。 こ の 部分 は 、山体崩壊以前 の 甲子 旭 岳火 山岩類 と塔 の へ つ り層

の 地質構造 を良 く保 存 しなが ら、巨大なブ ロ ッ ク 状に 円弧す べ りを起 こ し流 下 ・堆 積 した もの で

ある。

　上 部層は層序的に KDAD の 中部 を構成 し、　KDAD 最上流部 を除い て 観音川 沿 い に 広 く分布する 。 露

頭 で は 下部層 と同様 に ジ グ ソー クラ ッ ク構造 な どが 観察 され る。こ の 部分は 、山体崩壊以前 の 甲

子 旭岳火 山岩類 の 地質構造 を良 く保 存 しなが ら、地表面 を流下 ・堆積 した 。 層序的 に KDADの 最上

部 を構成す る表層未 固結 部 は、甲子旭岳火 山岩類 ・塔の へ つ り層が流下 開始時点 に細 か く破 砕 さ

れ た もの 、及 び塔 の へ つ り層 が CC 部流下中の 摩 擦 に よ っ て破砕 し、甲子 旭岳火 山岩類 の 岩片 とと

もに混合 した もの で 、層厚 の 薄い 基 質支 持 の 未 固結 な角礫岩か らな る。表層未 固結部の
一

部 は 、

観音川 流域に 留ま らず西 隣の 加 藤谷川 流域 に も分布 して い る。 こ の こ とは 、表層 未固結部は CC

部よ りも流動性が高か っ たこ とを示 して い る。

　CC 部の 分布や 断面図か ら、堆積 直後の CC 部 の 表 面 と基底面 を復元 し、　 CC 部の 層厚分布を得 る

こ とで CC部の 体積を推 定 した 。 表 層未 固結 部の 層厚分布 と体積 も、CC 部 と同様の 手法で求めた 。

こ うして求 め た KDAD全体の 体積の 精度確認 の た め、現在の 地形か ら推定 され た 山体崩壊部分の 体

積 と の 比較を行 っ た 。 前者 は 0．25km3、後者 は 0．29km3 とい う結果が得 られ 、両者の 間に 大 きな差

は なか っ た 。 こ の 体積か ら判 断 して 、観音川岩屑 なだ れ は 、岩屑なだれ と して は 中程 度の 規模 の

もの で あ る こ とがわ かる。

山元 （1999 ） 塞研 究

高位段斤堆積物

叮1予撞岳火山岩類

、脚 囀 3
セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ
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図 1　 観音川 岩屑なだれ堆積物 （KDAD）の 分布地域の 層序比 較表 （Watanabe， 2005）。
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3 ．KDAD の形成機構

　まず地震 な どの ト リガー
に よ り、観 音 山斜 面で 下部層が流下 をは じめ た。 同時 に、形成 され た

滑落崖 が 上部層 と して 崩壊 ・流下を は じめ 、それが連鎖 的に 滑落崖斜面下部に伝搬 した。表層未

固結部 は 流動性 が 高い た め 、 上部層の 堆積完 了後 も流下 を続 け、上部層 を覆 うよ うに堆積 した。

下 部層 の 流下速度 は 、円弧す べ りに伴 う大 きな摩擦 力の た め 、地表 面 を流下す る上部層の 流下速

度 と比 べ て 遅か っ た 。 そ の た め 、下部層 の 移動 に伴 う側 方 へ の 圧 力が 、 先 に堆積 を完 了 して い た

表層未 固結部や上 部層に 働 い て 変形 させ 、KDAD 最 上流部や 中 ・上 流部に流下方向に 直行す る長軸

を持 つ
一定の 波長の 凸凹 地形 を形成 した 可能性 が あ る。

一
方 、KDAD 下流部の 上部層 も堆積 時に凸

凹 地形 を形 成 した が 、流下 中に既存地形 の 影響を受けた た め卓越 した波長 の 存在は な く、凸凹地

形 の 長軸方 向は ラ ン ダム で あ る 。

　KDAD が堆積 した直後、観音川 が堰 き止 め られ て堰止 湖が 形成 され 、上流 か ら運搬 され た 土砂 が

堆積 した。堰止 湖 自体は 決壊 し て しま っ た が
、 現在で も雨 沼周 辺 に泥 流堆積物状 の 堰止湖堆積物

とし て 名残 を とどめて い る 。 現在の 観音山の 滑 落崖か ら復元 され る 、山体崩壊以 前の 観音山の 地

形 か らは、観音川 は現在 の 流 路よ りも、北側を流れ て い た と推定 され る 。 現在の 観 音川流路 が形

成 された の は、堰止 湖決壊時 の 洪水流の 流向に影響 された ため と推定 され る 。
っ ま り、地す べ り

や 山体崩壊 は、それ 自体 が地 形 に大 きな変化を もた らす だ けで は な く、 堰止 湖の 形成 を引 き起 こ

し、そ の 決壊に よ り、下流 域に河道 を含 め た地形変化 を付随的 に もた らした 可能性 が ある。

4 。
正4C

年代測定結果

　
MC

年代測定 は、名古屋 大学年代測定総合研究セ ン ターの加 速器質量分析計を使用 して行 っ た 。

測定 試料 は 、福 島県南会津郡 下郷 町 の 佐藤淳 一
氏 か ら提供 された もの で 、 地元 の 小 学校 の 近 くで道

路工 事が行われ た 際、切土 された露頭 （北緯 139度 52 分 31 秒 、東経 37 度 15 分 13 秒）か ら採取

された複数の 木片で ある。こ の 露頭 は、現在は コ ン ク リー
トで 被覆 され て 観察で きな い が 、佐藤氏

が撮影 した試料採取当時の 写真か ら、露頭の 様子 をある 程度推定する こ とが で き る 。 試 料採取地点

の 位置 と露頭写 真か らみて 、こ の 木片 は KDAD の 表層未固結部か ら採取 され た もの と判断され る。

　表 1に
14C

年代測定の 対象試 料 と測定結果 を示す 。 試 料 A は 、炭化 し た杭状 （角柱状 ）の 木片

で 、人為 的な加 工 の 形跡が ある よ うに も見え る。試 料 B は 、試 料 A と同様に炭化 した木片で 、平

たい 三角形 の 形状で ある。試料 C は 炭化 し て い ない 木 の 枝 で 、表面 に 木の 皮が 付着 し て い る 。 図

2 に試料 A の 写真 を、図 3 に 試料 B と試料 C の 写真 を示す 。 表 1 に示 した よ うに 試料 A と試料 B

の
14C

年代 は測 定可能な範囲を超 えて古 く、表中で は 「＞ 47，800 （BP）」 とした。
一

方、試料 C の

年代値は 、それ らよ りも明 らか に若 く、BP　 17，350 ± 40 を示 した 。

表 1　
1
℃ 年代測定結果

試料名称 試料物質 δ
13CPDB

（permiD

14C
年代

　（BP）

14C
年代 の

較 正暦 年代

A 木材 一25 士 1 ＞47，800
B 木材 一26 ± 1 ＞ 47，800

C 木材
一26 ± 1 17，350 土 40cal 　 BP20 ，640
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図 2　試料 A 。 炭化 した杭状 の 木片 で人為的 な加 工 の 形 跡が あるよ うに も見える 。

図 3　
’
試料 B （左） と試料 C （右）。

　KDAD の
MC

年代 は、山元 （1999）によ っ て も報告 され てい る （表 2 ）。その 年代値は、　 BP　17
，
　430

士 100 と 17，380 土 110 で 、今回 の われわれ の 試 料 C の 測定結果 と誤差 の 範 囲 で
一

致 して い る 。 従

っ て 、試料 C に つ い て は、KDAD の 流 下 ・堆積 時に取 り込 まれ た木片で あ る として 間違い ない で あ

ろ う。

一
方、人為的な加 工 の 形跡が あるの で はない か と思 われ た杭状 の 試 料 A は、試料 B ととも

に 、測 定可能な範囲 を超 えて 古い との 結果 が得 られ た。試料 A と試料 B は 、17，350BP を示す試

料 C と同地点か ら産出 した こ と か ら、KDAD 形成時に岩屑 なだ れに 取 り込まれ て堆積 した こ とは確

か と思わ れる 。 しか し、試料 C よ りも明 らか に 古 い もの で あるた め 、「今か ら約 17，300 年前の 後

期 日石 器 時代に観音川 沿 い に 木造 の 家屋 が 存在 して い た 。 それ が 観音川岩屑 なだれ に巻 き込まれ、
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そ の 破片が KDAD の 中に取 り込 まれた」 とい う仮説 は 、成 り立 ちそ うもな い
。 試 料 A の 木片 が

、 人

為 的な加 工 を受け て い たか ど うか につ い て は 、 現時点で は未検 討 で あ る。

　で は試料 A と試料 B は、い つ の 時代 の もの で あろ うか 。 山元 （1999）は、KDAD の 給源 とな っ た

甲子旭岳火 山噴 出物 は 、中期更新世の 火 山活動 で形成 され 、 さ らに 甲子旭岳火 山 の 火 山活動 は 40

万 年前に は停止 して い る と述 べ て い る。ま た 山元 （1999）は 、本 地域で KDAD の 下位 に分布す る鶴

ヶ 池岩屑なだ れ堆積物 を形成 した岩 屑なだれ の 発 生時期 を 30−− 20 万 年前 と して い る。そ の 他 に も

本地域 に は図 1 に示 した よ うに成 岡層や塔 の へ つ り層 な ど、さらに古 い 時代 の 地 層 も分布 し て い

る。 従 っ て 、試 料A とB の 木 片は 、こ れ らの い ずれ か の 地層の 形成時 に取 り込 まれ 、さらに KDAD

の 形成時に再堆積 した可 能性が高い 。

表 2　 山元 （1999）に よ る
MC

年代測定結果

試料 名 試料の 種類 測定法
亅4C

年代

（年BP）

δ
13C

（permil）
補正

14C
年代

　 （年BP）
KN−101 Wood β一線法 17，430±100 一28．1 17，380± 100
KN−102 Wood β

一
線法 17，38〔田 10 一26．1 17，35（｝士110

5 ，ま とめ

　観音川岩屑なだれ堆積 物 （KDAD） の 中か ら採取 した木 片試料 に つ い て 、
1
℃ 年代測 定用 を行 っ

た 。
こ の うちの 1 試料 の 年 代は 、 山元 （1999）に よる KDAD の 形成年代 と誤差の 範 囲で

一致 した。

杭状で 入為 的な加 工 の 形跡 を思 わせ る木 片 とも う一
つ の 木片試料 の

14C
年 代 は 、測定可能 な範囲

を超えて 古か っ た 。
こ の た め 、こ れ らの 木片 は後期旧石 器時代の 木 造 の 家屋 が観音川岩屑な だれ

に 巻き込 まれ た 際の 破片で ある 、 と い う仮説 は成 り立 ちそ うに ない 。
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Abstract

Kannongawa  Debris Avalanche  Deposit (KDAD) is distributed in Shimogo  [[bwn,

Fukushima  Prefecture, northeast  Japan, and  was  fbrmed as  the result  of  a  huge

catastrophic  collapse  of  the  slope  of  Mt,Kannonsan. The  total volume  of  KDAD

was  estimated  at  O.25 km3.  Three  wood  piece 
'samples

 weTe  collected  in the

surface  unconsolidated  part of  the  KDAD,  and  were  dated by accelerator  mass

spectrometric  i4C  dating at the  Nagoya University Center  for Chronological
Research. TWo  of  the wood  piece samples,  including the sample  which  seemed  to

show  signs  of  artificial  processing, indicated that  their i4C
 dates were  too old  to

measure.  On  the  other  hand, a  wood  branch sample,  which  was  found at  the  same

locality as  the  other  two  samples,  showed  the i4C
 dating result  of  BP  17,350 ± 40

that coincided  with  the i`C  age  of  KDAD  in the previous study.  Consequently we
had  to abandon  the working  hypothesis that  the  wood  pieces were  fragments of  a

Paleolithic house, and  were  rolled  in the debris avalanche  at  about  BP  17,350.
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